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資料 12 より抜粋 

 

 

図が正確になったことと、国道 20 号笹子 TN（新笹子隧道）が追加されています。 

 

 

 

 

事故の区間は、建設当時から「特殊区間」であることを位置づけていました。 

 

243 箇所のロックボルト（直径 24mm、長さ 2550mm）が追加されたということは、

天井板だけでなく覆工コンクリートも巻き厚不足などで危なかったのではないでし

ょうか？ 
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資料４より抜粋 

 

 

 

アンカーボルトは設計上の寸法をそのまま施工すると天井板が保持できないと判断

し、施工時には太めのボルトが使用されています（上の表の赤枠）。 

 

事故の区間（大月側、L 断面）は、設計通りに施工したため、事故につながったと

思われます。 

 

 


